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１．鼻腔に発生した基底細胞腺癌の１例
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【目 的】 鼻腔に発生した基底細胞腺癌の 1例を経験し
たので報告する.【症 例】 61歳女性. 2011年 3月頃
より鼻閉感を自覚し, 徐々に増悪傾向のため, 近医受診
し, 鼻腔腫瘍の疑いで横須賀共済病院に紹介受診となっ
た.生検の結果,腺様囊胞癌と診断された.画像診断の結
果, 病変は右鼻腔から篩骨洞を占めており, 上方は頭蓋
底,外側は眼窩内側壁に浸潤していたため,手術は困難
と判断され,重粒子線治療目的に当院紹介受診となった.
当院受診後,中央病理部で病理組織を再検したところ,
基底細胞腺癌の診断であった.また画像検索の結果,病
期は鼻腔癌 T3N0M0と診断した.治療法について再検討
を行ったが,やはり手術による全摘は困難であるため,
重粒子線治療実施に向け現在準備を進めている.【結
語】 基底細胞腺癌は唾液腺に発生することが知られて
いるが,鼻腔に発生することは稀であり,文献的考察を
含めて報告する.
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【背 景】 Kasabach Merritt症候群 (KMS)は血管腫内
での血小板や凝固因子の消費により播種性血管内凝固症
候群 (DIC)が引き起こされ,時に致死的である.【症例
と経過】 右頸部に毛細血管性血管腫 (66×64mm) を有
する女児のKMSの一例を経験した. 生後 4か月で発症
し,プレドニゾロン,プロプラノロール,オンコビンによ
る治療後も DICが改善みられなかったため,放射線治療
の方針となった.治療は 1回 1 Gyで総線量 10Gyが施行
され,照射後よりオンコビンが再開された.照射 1か月
後で血小板数が上昇, 2か月後には DICを脱し,血管腫
の縮小もみられた.【結 語】 様々な治療が行われた
が, 放射線治療後に DIC改善と腫瘍縮小がみられてお
り,放射線治療を中心とした集学的治療が奏功したと考
えられた.
３．気管腺様囊胞癌による気管狭窄に放射線治療が有効
であった１例
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【背 景】 気管狭窄を呈した腺様囊胞癌に対し,レー
ザー焼灼術後に放射線治療を行い,良好な経過が得られ
ている 1例を経験したので報告する.【症 例】 40代,
男性.喘鳴と呼吸苦を主訴に前医を受診した.多発する
肺腫瘍と気管腫瘍を指摘され,気管原発腺様囊胞癌の多
発肺転移と診断された.当院外科にて腫瘍による気管狭
窄に対してレーザー焼灼術が施行された.狭窄は一時的
に解除されたが 3か月後に再増大し,放射線治療が依頼
された.高度な狭窄を伴う気管原発巣に,再度レーザー
焼灼術の後, 60Gy/30回の外照射が施行された.【結
果】 急性期に食道炎グレード 2, また, 治療後 4ヶ月に
Lhermitte徴候が認められたが軽快した.放射線治療後
は無治療観察中であるが治療後 2年 3か月の現在,気管
の再狭窄は認められていない.
229Kitakanto Med J
2012；62：229～231
